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＜連絡事項＞
・特記なし

＜入室状況＞
【入院】
　小笠原　昭三様～東病棟Ｃユニットへ医療保護入院となる。

＜患者様連絡事項＞
・大道　光星様～本日15：30～11/6　16：30ＧＨこだまへ外泊。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、脱衣行為や不穏さあり、早めに開放観察終了としている。																									
							
・藤井　崇史様～終日隔離中。多弁さあり傾聴しているが話の切り上げができないでいる。粗暴性や威嚇行為は無い。

・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚さなく危険行動なし。主治医診察にて体幹拘束解除となる。
[bookmark: _GoBack]
・袴田　将司様～20時～6時の時間隔離継続中。新聞を読んだり書き物をして過ごされ、不穏さや他者トラブルはない。

氏　　名：小笠原　昭三（おがさわら　しょうぞう）様
　生年月日：昭和10年12月21日（89）
　病　　名：アルツハイマー型認知症　
　性　　別：男性
　主 治 医：小柳Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　現在妻と二人暮らし。妻も認知症であり要介護2の認定をうけている。
物探しが多くなった等を主訴として令和5年12月27日おっとも脳神経クリニックを初診し、HDS-R11点。及びMRIで脳や海馬の萎縮が強く、アルツハイマー型認知症の診断を受け、以後治療を継続していたが段々と金銭管理もできなくなり通帳を紛失するようなこともあったため令和7年4月頃長女が通帳を預かる事にした。本人はその事を忘れ、妻らに詰め寄り、長女に「お前の犬をぶっ殺す」といった発言を向けるようになった。その後症状は悪化し、朝から通帳を探しては家族が盗んだ、男が持って行った等と話すことや、妄想が膨らみ、眼鏡を踏んで壊された(本人は眼鏡を所持していない)、階段から突き落とそうとされた等事実とは異なる事を話すようになり、一人で「ぶっ殺す」等不穏な言葉をつぶやいていた。警察に行こうとするのを妻が止める際にも暴言があり、妻から長女へ泣いて電話をかけることもあった。デイサービスでも、女性を触ろうとする行為も出ていると報告を受けていた。長女は仕事を抱えており、夫婦の支援のため自宅訪問をしているがが、そのたびに著しい妄想や暴言があり、長女の介護負担も増大。これ以上認知症の妻との二人暮らしはもう難しいと長女は考え、空きのでやすい施設を複数申し込んでいるが空きはない状態。精神症状改善、環境調整目的として入院治療の依頼あり。
本日当院受診し、13:45東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

＜皮膚科診察状況＞
・上野　淳子様～仙骨部の剥離治癒
・坂本　愛子様～レボフロキサシン内服終了
・三浦　華菜様～接触性皮膚炎でデルモゾールＤＰ軟膏処方

